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平成27年度 施政方針と当初予算
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かのやばら園のバラ
４月 25 日（土）～５月 31 日（日）ま
でかのやばら祭り2015春が開催されま
す。期間中のイベントについては14ペー
ジをご覧ください。表紙写真はかのやば
ら園の鑑賞温室内で撮影したバラです。

03 大人の社会見学
かんぱち箱寿司・かんぱちめし

10 街フォトスクラップ

14 かのやばら祭り2015春

24 Health Care まちの保健室

21 情報掲示板

市民のひろば25

26 地域おこし協力隊 かのや活動レポート、
Close Up

104,148人（－40）
49,359人（－19）
54,789人（－21）

45,568世帯（－44）
448.33㎢ 

平成27年３月１日現在（前月比）
人口／
男性／ 
女性／
世帯／
面積／

統計情報

今月のカバー

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/
鹿屋市公式 facebook
https://www.facebook.com/
Kanoya.City
鹿屋市ラジオ広報番組
ＦＭかのや（77.2MHz）

（月～金曜日、8：05～と16：05～）

鹿屋市広報

アルブレヒト・デューラー・ローズ
市の花　ばら

ルネサンス期のドイツ絵画の巨匠、ア
ルブレヒト・デューラーに捧げられた
バラ。豊かな色彩と、スパイシーな強
い芳香を併せ持つ贅沢なバラです。

特　集
平成27年度 施政方針と当初予算

04

明日への扉

江藤 秀樹 さん

27

16 犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

18 安心な暮らしを支える 地域の公共交通

20 市役所の組織を再編しました

ドラえもん のび太の宇宙英雄記
映画 35 周年。さらに進化し続ける映画ドラえもん！

ドラえもんたちが “ まさかのヒーロー！？ ” になって宇宙で大冒険する、

アクションシーンもたっぷり入ったオリジナルストーリー！

◎上映時間（101 分）
　① 10 時～　② 13 時～　③ 16 時～　④ 19 時～　
◎鑑賞料
　一般／ 1,800 円　高・大学生／ 1,500 円 
　中学生以下／ 1,000 円　60 歳以上／ 1,000 円
問リナシティかのや　☎ 35-1001

特別
割引
券

ドラえもん

のび太の宇宙英雄記
割

引
券

を
お

持
ち

の
人

に
300円

（
60歳

以
上

を
除

く
、中

学
生

以
下

は
200円

）

を
割

引し
ま

す
。

映 画 情 報

４/25土 ５/15金～

※特別割引券は、1 枚に付きお一人限りです。また他の割引券との併用はできません。

ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」
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を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

ブ
リ
と
の
違
い
や
カ
ン
パ
チ
の
調
理

方
法
な
ど
を
説
明
し
、
ま
ず
は
カ
ン

パ
チ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
知
っ
て
の
と
お
り
、
鹿

児
島
県
は
カ
ン
パ
チ
の
水
揚
げ
量
日

本
一
、
そ
の
中
で
も
鹿
屋
市
は
全
国

第
２
位
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
カ
ン
パ
チ
の
美
味
し
さ
や
大
隅

の
食
材
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い

と
大
隅
「
食
の
お
み
や
げ
」
審
査
会

に
出
品
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
を
念
頭
に
、
カ
ン
パ
チ

は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ャ
リ
は
高
隈
産
の

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
白
ネ
ギ
や
ご
ぼ
う
、

し
い
た
け
、
落
花
生
な
ど
鹿
屋
産
の

食
材
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

日
持
ち
が
す
る
よ
う
に
と
黒
酢
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
特
製
酢
で
酢
〆
に
し
、

魚
臭
さ
を
抑
え
る
こ
と
と
同
時
に
独

特
の
旨
味
も
引
き
出
し
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
特
に
こ
だ
わ
っ
た
大

隅
ら
し
さ
と
商
品
技
術
を
評
価
し
て

頂
い
た
こ
と
と
、
有
意
義
な
審
査
会

を
開
催
し
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
会
に
は
、
私
の
知
ら

な
い
素
晴
ら
し
い
商
品
も
数
多
く
あ

り
、
改
め
て
大
隅
の
食
の
豊
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
会
で
百
貨

店
の
バ
イ
ヤ
ー
等
に
大
隅
の
食
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
、
地

元
だ
け
で
な
く
県
外
に
目
を
向
け
る

良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
鹿
屋
・
大
隅
の
豊
か
な

食
材
を
全
国
に
広
げ
、
も
っ
と
も
っ

と
地
域
を
「
食
」
で
盛
り
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
隅
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
魅
力

あ
る
お
土
産
品
を
認
定
す
る
大
隅

「
食
の
お
み
や
げ
」
審
査
会
が
昨
年

10
月
に
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
隅

半
島
４
市
５
町
か
ら
48
社
94
品
が
出

品
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は
、
栄
楽
寿
司
の
「
か
ん
ぱ
ち
箱
寿

司
」
と
「
か
ん
ぱ
ち
め
し
」
。

　

今
回
は
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

た
栄
楽
寿
司
二
代
目
の
米
川
淳
司
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

４
年
前
に
東
京
の
東
武
百
貨
店
の

大
鹿
児
島
展
に
出
店
し
た
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
カ
ン
パ
チ
の
こ
と

か
ん
ぱ
ち
箱
寿
司

か
ん
ぱ
ち
め
し

栄楽寿司
共栄町16-7
☎42-4402

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の
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栄楽寿司
二代目

ナビゲーター



　

今
月
号
の
特
集
は
、
２
月
19
日
開
会

の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
会
で
中
西
茂

市
長
が
行
っ
た
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
な
る
施
政
方
針
と
、
３
月
19
日
に
承

認
さ
れ
た
平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
施
政
方
針

　

昨
年
２
月
に
市
長
に
就
任
し
て
、
１

年
余
り
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、
時
代
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
中
、
こ
こ
５
年
か
ら
10

年
の
市
政
運
営
が
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域

の
将
来
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
に
な
る

と
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
地
域
を
変
え
た
い
、
前

に
進
め
た
い
と
い
う
強
い
思
い
の
下

で
、
「
か
の
や
農
業
・
農
村
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
」
「
鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
関
係
施

設
再
配
置
計
画
」
「
総
合
雨
水
排
水
対

策
事
業
計
画
」
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
策
定
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
可
能
性
調
査
や
、
鹿
屋
市
地

域
経
済
分
析
調
査
の
実
施
な
ど
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
、
様
々
な
計
画
づ

く
り
や
調
査
・
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
れ
を
具
体
化
す
る
、
育
て

て
い
く
一
年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

鹿
屋
・
大
隅
地
域
を
前
進
さ
せ
、
豊
か

さ
と
温
も
り
を
実
感
で
き
る
“
市
民
が

主
役
の
明
る
い
未
来
づ
く
り
”
に
取
り

組
む
た
め
、
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
５
つ
の
戦
略
を
更
に
重
点
的
・
計

画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
平
成
27
年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会

　

中
西
茂
市
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
》

●
３
つ
の
基
本
方
針

○
雇
用
と
所
得
に
つ
な
が
る
産
業
お

こ
し

○
み
ん
な
で
築
く
安
心
・
安
全
で
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り

○
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
百
倍
の
人

づ
く
り

●
５
つ
の
戦
略

１　

雇
用
と
所
得
に
つ
な
が
る
産
業

を
お
こ
す
ま
ち
づ
く
り

２　

広
域
連
携
を
積
極
的
に
推
進
す

る
ま
ち
づ
く
り

３　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

４　

心
豊
か
に
学
び
、
地
域
文
化
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

５　

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り

豊かさと温もりを実感できる

施政方針を演説する中西茂市長

施政
方針

●
当
初
予
算

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
３
月
の
鹿
屋
市
議
会
定
例
会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
額
は
４
５
３
億
４
，
３
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
は
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
し
て
い
た
た
め
、
実
質

的
当
初
予
算
で
あ
る
６
月
補
正
予
算

と
比
較
す
る
と
、
対
前
年
度
比
で

１
億
１
，
１
０
０
万
円
、
0.2
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
暮
ら
し
と
健
康

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
「
鹿

屋
市
の
新
た
な
10
年
創
造
予
算
」
と

し
て
編
成
し
た
も
の
で
、
基
本
方
針

に
基
づ
い
た
５
つ
の
戦
略
を
踏
ま
え

た
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
都
市

基
盤
整
備
や
災
害
対
策
の
強
化
な
ど

に
も
重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
の
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

“市民が主役の明るい未来”
の実現に向けて
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雇用と所得につながる産業をおこす まちづくり

　産業の振興と雇用機会の確保により、地域経済の発展と活性化を目指してまいります。

【予算額】18億2,115万2千円

●主な事業
●企業誘致推進事業

＝5,331万9千円
●がんばる畑作応援事業

　　　　　＝1,464万9千円
●農地中間管理事業

　　　　　＝1,507万4千円
●繁殖雌牛早期淘汰促進事業

　　　　　＝2,640万円
●肉用牛牛舎整備促進事業

　　　　　＝1,500万円
●漁業経営改善対策事業

　　　　　＝989万4千円
●地域雇用創出促進事業
　　（若年者雇用対策）　  ＝693万円

●観光協会、物産協会、ツーリズム推進協議会及び

雇用創造協議会の事務局機能を統合し、観光から

物産、雇用まで一体となっ

た事業を実施します。

●都市圏で物産展を開催し、

東九州自動車道や新幹線を

利用した誘客を促進します。

　　【所管：商工観光課】

食と観光、ツーリズムを活かした雇用
創出サポート推進事業　　2,411万円 新規

●新規就農希望者の研修を受け入れる農業生産法人等へ

研修経費の一部として１人あたり５万円を６ヶ月間助

成し、独立就農の支援を行います。

　（独立就農した場合は、国の事業へ移行）

●農業所得向上を図る意欲的な農業者を対象に、新規作

物の苗購入に対して補助を行います。（10 万円を上限）

●産業用バラの育成を支援するため、バラ苗 5,000 本購

入に対し、購入費の２分の１を助成します。

●かのや農援隊推進員を配置し、

本市の農業を応援する「かのや

農援隊」隊員の確保を図ります。

●畑作における輪作を推進するた

め、10 アール当たり１万円の畑

地利用支援を行います。

　　　　　　　【所管：農林水産課】

農業・農村サポート事業　769万2千円 新規

かのや農業商社モデル事業　482万8千円 新規

●かのや農業商社（仮称）の中核となる、関係機関・生産者

等ネットワーク組織を立ち上げ、農業振興を目的とした、

川中・川下の要望に対応できる体制を整備し、農産物が低

コストで安定供給できる物流システムを構築します。

　　【所管：産業振興課】

平成27年度  施政方針と当初予算特集

当初
予算

鹿屋・大隅を前進させ、まち・地域の持続的発展を推進する

鹿屋市の新たな10年創造予算
総額  453億4,300万円
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広域連携を積極的に推進する まちづくり

●大隅広域観光開発推進会議において、スポーツ
コミッションの設立に向けた取り組みを行いま
す。

　・アスリート向け料理レシピ集の作成
　・着地型スポーツ合宿の企画や宿泊受入
　・課題解決のための研修会開催　など

　　　【所管：市民スポーツ課】

●平和学習ガイド（語り部）を養成します。
●戦跡マップの作成とツアーを実施します。
●基地史料館と連携した企画展を実施します。
●南九州市・南さつま市と連携し、戦後 70 年記

念事業を実施します。
●地下壕司令室及び掩体壕近辺の駐車場を整備し

て、集客力の強化を図ります。【所管：商工観光課】

●主な事業
●大隅広域図書館
　ネットワーク運営事業

　　　　　　　＝632万6千円
●大隅総合開発期成会広域事業

　＝197万4千円

●観光物産普及宣伝事業
　＝771万8千円

●観光振興イベント事業
　＝1,002万7千円

●鹿屋アスリート食堂連携事業
　＝470万6千円

●かのやブランド推進事業
　＝183万8千円

●総合交通対策事業
　＝9,104万3千円

●主な事業
●生活困窮者自立支援事業

＝661万3千円
●高齢者元気度アップ地域包括
　ケア推進事業　　 ＝783万円
●幼稚園・保育所給付費

＝40億9,645万8千円
●子ども医療費助成事業

＝3億4,504万6千円
●子育て世帯臨時特例給付金
　支給事業　　＝5,830万7千円
●健康診査・がん検診事業

＝1億3,453万3千円
●障害児保育事業

＝2,313万2千円
●地域生活支援事業

＝1億118万4千円

　地域の課題に対し的確な対応が求められることから、近隣の市町と連携・協力して、より効率的で効果
的な取組を展開するため、大隅地域の中心市として、地域全体の発展を牽引し、地域に共通する課題の解
決に取り組んでまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【予算額】2億1,676万1千円

スポーツ合宿の地域づくり
チャレンジ事業　442万円 新規

笑顔あふれる安心・安全な まちづくり

●乳幼児及びその家族が交流を行う場を６か所開設し、相談や情報提

供等の支援を行い、子育て不安緩和や子どもの健やかな育成を促進

します。

●保護者が疾病、出産、冠婚葬祭等で一時

的に家庭での保育が困難になったときの、

一時的な預かりや必要な保護を行います。

●保護者が仕事等により昼間家庭にいない

小学校の児童を対象に、遊びや生活の場

を提供します。　　【所管：子育て支援課】

地域こども・子育て支援事業　3億5,637万9千円 新規

●専門相談員等３名を配置して、各種相談業務を行います。

　（ＤＶ専門相談員１名、婦人相談員１名、相談員１名）

●ＤＶ被害者が各種支援制度を利用するための証明書発行を行います。

●その他、裁判所、一時保護施設への同行支援、ＤＶ発見者による通

報への対応など。　　　　　　　　　　　　　【所管：子育て支援課】

配偶者暴力相談支援センター事業　581万2千円 新規

　安心して子どもを産み育てやすい環境をつくるとともに、すべての市民が健やかに生活できる「人にや

さしい社会」の実現を目指してまいります。　　　　　　　　　　　【予算額】58億8,983万9千円

戦後70年記念事業　4,696万1千円 新規
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●国民文化祭は平成 27 年 10 月 31 日（土）から

11 月 15 日（日）の 16 日間で開催されます。

期間中は９つのイベント事業を実施します。

　【所管：生涯学習課】

●ＩＣＴ教育の推進を図るため、鶴峰小学校をモ

デル校として位置付けて、タブレット端末を活

用した実証授業を行います。

●モデル校の事業成果について研修会等を開催

し、市内小中学校のＩＣＴ活用指導力の向上を

図ります。

【所管：学校教育課】

かのやＩＣＴ教育推進事業　424万3千円

心豊かに学び、地域文化を育む まちづくり

　地域の誇りと力を高める市民文化の創造を図るため、地域の未来を担う人材を育成するとともに、市民

文化やスポーツの振興に取り組んでまいります。　　　　　　　　【予算額】16億1,170万4千円

国民文化祭開催事業　2,612万5千円 新規 ●主な事業
●国体に向けた競技力向上対策
　事業　　　　   ＝786万4千円
●小学校・中学校施設耐震化促
　進事業      ＝8億8,310万5千円
●小学校・中学校施設整備事業

＝ 2億3,100万円
●「心の架け橋プロジェクト」事業

＝803万3千円
●競技スポーツ推進事業　　　

＝2,313万3千円
●生涯スポーツ推進事業　　　

＝1,723万5千円
●鹿屋市スポーツ施設再配置事業

　　＝2,223万3千円

●総合雨水排水対策事業計画に基づき、集中豪雨

等による冠水地区の排水路新設又は改築を行い

ます。

　・西原今坂線　・元焼却場西側排水路外

　・野里地区　　・下方限共心線

　・川東新線　　・田崎南線　【所管：道路建設課】

排水路整備事業　１億9,247万5千円

安全で快適に暮らせる まちづくり

　安心・安全な暮らしの確保や、地域社会活動の推進による「市民が主役」のまちづくりを進めてまいり

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【予算額】39億9,770万5千円

●中岳、４つの滝 ( 杖立・一本松・特攻・おしどり )

のトレッキングコースを整備します。

●トレッキングコースや自然公園など神野地区の

名所を案内する看板を整備します。

●旧神野小学校跡地は、地域住民と利活用を検討

します。

【所管：吾平総合支所地域政策課】

神野のヒト・モノ・自然を生かした
交流拠点整備事業　832万9千円 新規

●主な事業

●橋梁補修事業
＝1億1,171万8千円

●災害につよいまちづくり事業
＝622万2千円

●地域コミュニティモデル推進
　事業　　　　＝2,441万6千円
●都市計画決定業務
　　　  　　　  ＝1,659万1千円
●交通安全施設整備事業

　　　　    ＝3,740万円
●道路維持修繕事業
　　　　　  ＝1億7,818万5千円
●都市公園等施設管理事業

　　　    ＝5,716万6千円
●住宅改善事業

　　　　　   ＝2億778万6千円

平成27年度  施政方針と当初予算特集
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■鹿屋・大隅を前進させ、まち・地域の持続的発展を推進する

歳入

地方交付税
13,000
（28.7%）

国・県支出金
11,606（25.6%）

市債
3,776
（8.3%）譲与税・交付金

2,386（5.2%）

その他
20（0.1%）

市税
9,600
（21.2%）

分担金・負担金
599（1.3%）

使用料・手数料
783（1.7%）

繰入金
2,412
（5.3%）

その他自主財源
1,161（2.6%）

自主財源
14,555
（32.1%）

依存財源
30,788（67.9%）

単位：百万円

市民税
42億3,400万円

固定資産税
39億8,600万円

軽自動車税
2億8,650万円

市たばこ税
7億3,600万円

都市計画税
3億5,700万円

総額　453億4,300万円

歳入

市税総額　95億9,950万円
※市民１人当たり約9万円です

［市税の内訳］

特別会計名区分 平成27年度予算額 対前年度比

国民健康保険 148億8,147万円 9.5%

後期高齢者医療 11億7,299万円 1.7%

介護保険事業 105億5,507万円 1.5%

公共下水道事業 16億3,808万円 39.9%

下水道 4,917万円 11.6%

輝北簡易水道事業 9,616万円 △11.0%

特別会計　283億9,294万円
　（前年度対比19億2,616万円、7.3％の増）

平成27年度一般会計当初予算

総額  453億4,300万円

　自主財源のうち、市税は前年度に比べて7,850万円減
の95億9,950万円となっています。また、各基金からの
繰入金は、４億8,451万４千円減の24億1,213万１千円
となっています。依存財源では、地方交付税が２億円減
の130億円、地方消費税交付金が消費税増税に伴い配分
が増加することから対前年度比５億500万円増の15億円
となっています。市債は、対前年度比７億2,670万円減
の37億7,590万円となっていますが、小・中学校の耐震
化促進事業などの大型事業が減少となったためです。

解説

鹿屋市の新たな10年創造予算

平
成
26
年
度

　

鹿
屋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
地
方
創
生
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
国
の
「
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
た

事
業
を
全
額
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
に
つ
い
て
は
、

「
地
元
消
費
の
拡
大
」
と
「
観
光
を
通
じ
た
域
外
消
費
の

誘
引
」
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
地
方
創
生
先
行
型
」
に
つ
い
て
は
、
「
鹿
屋
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
策
定
事
業
」
を
は
じ
め
、
「
地
域

し
ご
と
支
援
」
「
創
業
支
援
」
「
販
路
開
拓
」
「
観
光
振

興
」
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
「
少
子
高
齢
化
対
策
」
に

つ
な
が
る
12
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金
（地域消費喚起・生活支援型）活用事業

○ 経済の好循環の実現　
―地方にアベノミクスの成果を広く行きわたらせる―

地域経済の活性化

200,000千円 22,095千円

総額222,095千円求められるもの

施策

事業

○ 地元消費の拡大
　プレミアム商品券（域内消費）

○ 観光を通じた域外からの域外
　 消費の誘引
　　ふるさと名物商品券・旅行券
　　（域外消費）

かのやプレミアム商品券発行事業 旅行者向け買い物クーポン事業

Kanoya City Public Relations  8



人件費
7,123（16%）

扶助費
12,974
（29%）

公債費
4,624
（10%）

普通建設
事業
4,518
（10%）

物件費
5,911
（13%）

補助費等
4,376
（10%）

繰出金
5,062
（11%）

その他
755（1%）

単位：百万円

歳出
【性質別】

歳出

■市民１人当たりの予算額 市民１人当たり 430,461 円（一般会計分）

　義務的経費のうち、人件費は職員数の減などにより、前年度に比べて１億1,182万８千円減の71億2,311
万７千円となっています。扶助費は、生活保護費の増や幼稚園・保育所等給付費の制度改正などにより、13億
6,283万２千円増の129億7,405万５千円となっています。公債費は、１億9,458万１千円減の46億2,371万４千
円となっています。投資的経費のうち、普通建設事業費は、対前年度比９億9,560万７千円の減となっています
が、小・中学校の耐震化促進事業などの大型事業の事業費が減少となったためです。

民生費
18,840
（42%）

公債費
4,624
（10%）

教育費
4,831
（11%）

総務費
4,637
（10%）

土木費
3,356
（7%）

衛生費
2,919（7%）

農林水産業費
2,782（6%）

消防費
1,992（4%）

商工費
722（2%） その他

640（1%）

単位：百万円

歳出
【目的別】

解説

平成27年度  施政方針と当初予算特集

民生費 教育費 公債費 総務費
予算額 178,860円  （41.6%） 45,861円  （10.7%） 43,895円  （10.2%） 44,018円  （10.2%）

主なもの 子ども、高齢者、障害者の
福祉増進などに

学校の管理運営や整備な
どに 借りたお金の返済に 自治振興、防犯対策、選挙

などに

土木費 衛生費 農林水産業費 消防費
予算額 31,860円  （7.4%） 27,715円  （6.4%） 26,410円  （6.1%） 18,908円  （4.4%）

主なもの 道路、公園、市営住宅の整
備推進に

ごみ、し尿の処理、健康管
理などに 農林水産業振興などに 消防や救急業務などに

商工費 議会費 労働費 その他
予算額 6,855円  （1.6%） 3,222円  （0.8%） 599円  （0.1%） 2,258円  （0.5%）

主なもの 商工業振興、観光振興に 議員報酬や 議会運営に 雇用対策などに 災害復旧や預貯金に

　※金額は一般会計の歳出額を、平成27年1月31日現在の人口105,336人で割り戻した額

鹿屋市人口ビジョン・総合戦略策定事業　10,907 千円

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）活用事業

雇用創出 所得向上 地域活性化

地域しごと支援 創業支援 販路開拓 観光振興 小さな拠点づくり 少子高齢化対策

小
規
模
企
業
立
地

促
進
事
業

観
光
資
源
発
掘
・
開
発

推
進
事
業

観
光
Ｐ
Ｒ
誘
客
推
進
事
業

小
さ
な
拠
点
モ
デ
ル

推
進
事
業

定
住
促
進
事
業

起
業
・
雇
用
創
出
事
業

中
心
市
街
地
空
き
店
舗

活
用
支
援
事
業

地
域
６
次
産
業
化

推
進
事
業

（
Ｇ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
等
）

（
カ
ン
パ
チ
Ｐ
Ｒ
）

食の魅力発信
推進事業

子
育
て
す
く
す
く

メ
ー
ル
事
業

不
妊
治
療
費

助
成
事
業

出産・育児
支援事業

求められるもの

11,012千円 27,171千円 8,300千円 9,263千円5,000千円 7,014千円7,446千円 26,445千円 7,514千円 4,576千円

総額128,980千円

1,809千円 2,523千円

施策

事業
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街
みんなのイマをパシャ!!

街
みんなのイマをパシャ!!

　

３
月
７
日
・
８
日
、
鹿
屋
中

央
地
区
商
店
街
を
中
心
に
「
バ

ラ
イ
ロ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
の
や

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
内
外
か
ら

厳
選
さ
れ
た
雑
貨
や
食
品
・
農
産

物
な
ど
約
１
０
０
店
舗
の
ブ
ー
ス
が

出
店
。
ま
た
、
同
時
開
催
で
テ
レ
ビ

な
ど
で
活
躍
中
の
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン

キ
ー
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
商

店
街
が
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

　

３
月
８
日
、
大
隅
広
域
公
園
で

「
第
３
回
長
崎
凧は
た

揚
げ
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
、
長
崎
県
出
身
の
星

塚
敬
愛
園
の
入
所
者
や
市
民
、
長

崎
県
な
ど
か
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
平
成
17
年
度
に

始
ま
っ
た
も
の
で
今
回
が
３
回
目
。

　

当
日
は
１
２
０
ｍ
の
連
凧
な
ど

「
は
た
あ
げ
」
と
呼
ば
れ
る
長
崎

特
有
の
凧
揚
げ
や
蛇じ
ゃ

踊
り
な
ど
も

行
わ
れ
、
故
郷
を
懐
か
し
む
と
と

も
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
高
隈
山
系
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
3
月
14
日

に
万
滝
、
28
日
に
白
滝
、
4
月
4

日
に
御
岳
に
登
る
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、
市
内
外
か
ら
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

初
心
者
や
女
性
で
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
で
、
参

加
者
は
ガ
イ
ド
か
ら
季
節
の
見
所

や
植
物
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス

で
登
山
。
新
緑
の
高
隈
山
の
魅
力

を
存
分
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

商
店
街
に
人
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

イベント

高
隈
山
の
魅
力
に
五
感
で
触
れ
る

珍
し
い
凧
が
空
に
舞
う

　

3
月
6
日
、
3
月
に
東
京
で

行
わ
れ
た
「
第
54
回
全
国
青
年

農
業
者
会
議
」
の
意
見
発
表
の

部
で
、
最
優
秀
賞
と
な
る
農
林

水
産
大
臣
賞
を
県
内
初
受
賞
し

た
鹿
屋
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
の
大

平
龍
美
さ
ん
が
、
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

農
業
に
関
す
る
意
見
発
表
で
日
本
一

　

3
月
10
日
、
2
月
に
開
催
さ

れ
た
第
57
回
県
下
中
学
校
新
人

卓
球
大
会
で
優
勝
し
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た
鹿
屋
東
中

学
校
卓
球
部
の
メ
ン
バ
ー
が
市

役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
岡
村
龍
也
君

は
「
全
国
で
も
１
戦
１
勝
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

卓
球
の
県
大
会
を
制
す

　

３
月
９
日
、
高
校
入
学
時
か

ら
27
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
全
国
工
業
高
校
校

長
協
会
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ

ス
タ
ー
顕
彰
で
、
全
国
最
多
得

点
を
獲
得
し
経
済
産
業
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
鹿
屋
工
業
高

校
の
森
本
正
剛
さ
ん
が
市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

表　敬
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３
月
21
日
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
高
隈
山
で
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
、
83
人
の
参
加
者
が

Ｔ
Ｖ
塔
下
登
山
口
か
ら
山
頂
を
目

指
し
ス
タ
ー
ト
。
途
中
で
山
岳
ガ

イ
ド
か
ら
高
隈
山
の
魅
力
を
聞
い

た
り
、
マ
ン
サ
ク
な
ど
春
を
告
げ

る
花
々
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら

約
２
時
間
か
け
て
登
頂
。

　

山
頂
で
神
事
が
と
り
行
わ
れ
、

期
間
中
の
登
山
者
の
安
全
と
無
事

故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

登
山
者
の
安
全
を
祈
願

　

3
月
21
日
、
高
須
海
水
浴
場
に

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
保
護
施
設
「
カ

メ
の
ゆ
り
か
ご
」
が
完
成
。
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
近
年
ウ
ミ
ガ
メ
の

上
陸
・
産
卵
頭
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
新
た
に
設
置
し
た

も
の
で
、
今
後
は
市
を
中
心
に
住

民
と
連
携
し
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
名
称
も
寿
北
小
学
校
４

年
生
の
外と

山や
ま

明め

空あ

さ
ん
の
「
カ
メ

の
ゆ
り
か
ご
」
が
選
ば
れ
て
、
表

彰
状
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
輝
北
総
合
支
所
で
「
星
空
の
ま
ち
輝
北
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
星
空
日
本
一
に
輝
い
た
こ
と
の
あ
る

輝
北
町
の
星
空
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
応
募
の

あ
っ
た
１
７
０
点
の
作
品
を
審
査
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、
準

輝
北
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
保
護
施
設
が
完
成

行　政 コンテスト

ボランティア

グ
ラ
ン
プ
リ
2
点

等
が
決
定
し
ま
し

た
。
受
賞
者
の
作

品
は
、
５
月
10
日

ま
で
輝
北
天
球
館

に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

2
月
28
日
～
3
月
21
日
ま
で
、

第
41
回
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
田
崎
多
目
的
運
動
広
場

を
は
じ
め
肝
属
地
区
15
会
場
で
開

催
さ
れ
、
県
内
か
ら
１
９
８
チ
ー

ム
約
２
，
８
０
０
人
が
参
加
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
一
般
・
女
子
の
両
部

門
で
本
市
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
、
一
般
の
部
で

鹿
屋
ソ
フ
ト
が
ベ
ス
ト
８
、
女
子

の
部
で
、
肝
属
女
子
ソ
フ
ト
が
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
熱
戦

　

３
月
28
日
、
小
塚
公
園
で
鹿

児
島
県
板
金
塗
装
工
業
協
同

組
合
鹿
屋
青
年
部
９
社
11
人

に
よ
る
ト
イ
レ
の
塗
装
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
慰
霊
祭
を
前
に
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し

て
、
公
園
内
の
ト
イ
レ
の
天
井

や
壁
を
塗
装
し
た
も
の
で
す
。

小
塚
公
園
の
ト
イ
レ
を
塗
り
替
え

ラ
ン
ニ
ン
グ
方
法
を
学
ぶ

　

3
月
8
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
周

辺
で
「
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾

い
大
会
」
を
初
開
催
し
、
市
内

外
か
ら
34
チ
ー
ム
約
１
７
０
人

が
参
加
。
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
量
に

よ
る
ポ
イ
ン
ト
制
で
順
位
を
競

い
、
全
体
で
５
１
８
kg
の
ゴ
ミ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
感
覚
で
ご
み
拾
い

　

３
月
27
日
、
鹿
屋
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
「
大
人
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
、
エ
デ
ィ
オ

ン
女
子
陸
上
競
技
部
の
金
哲

彦
Ｇ
Ｍ
、
コ
ー
チ
や
選
手
で
、

基
本
と
な
る
正
し
い
足
の
運

び
方
な
ど
の
専
門
的
な
技
術

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

スポーツ
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3
月
12
日
、
市
内
各
地
の
中

学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

高
隈
中
学
校
の
卒
業
式
で
は

生
徒
た
ち
が
、「
私
た
ち
が
帰

る
場
所
」
を
合
唱
。

　

こ
の
曲
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ユ
ニ
ッ
ト「
高こ
う
り
ん鈴
」と
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
に
も
出
演
し
た
曲
で
、

母
校
に
別
れ
を
告
げ
る
歌
と
な

り
ま
し
た
。

思
い
出
の
歌
で
別
れ
を
告
げ
る

　

福
岡
市
在
住
で
串
良
町
出
身
の

三
木
シ
ゲ
子
さ
ん
が
、
閉
校
と
な

る
高
須
中
学
校
、
浜
田
小
学
校
、

母
校
で
あ
る
上
小
原
小
学
校
の
卒

業
生
に
、
手
作
り
の
絵
手
紙
・
色

紙
・
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

卒
業
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

3
月
8
日
、
高
須
中
学
校
で
閉
校
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
徒
や
教
職
員
、
同
校
の
卒
業
生
な

ど
約
４
２
０
人
が
参
加
。
式
典
で
は
閉
校
宣
言

の
後
、
校
長
と
生
徒
代
表
が
校
旗
を
教
育
長
へ

返
納
。
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
後
に
記
念
碑
の
除
幕
や
航
空
写

真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
明
日
を
語
る

会
」
で
は
参
加
者
は
高
須
の
未
来
や
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

68
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

　

３
月
15
日
、
浜
田
小
学
校
で
閉

校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
児
童
や
教
職
員
、
同
校

の
卒
業
生
な
ど
約
３
６
０
人
が
参

加
。

　

校
長
と
児
童
代
表
が
校
旗
を
教

育
長
へ
返
納
し
た
後
、
参
加
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、「
惜
別
の
会
」

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
学
び
舎
と

の
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
、
浜

田
小
学
校
最
後
の
在
校
生
の
今
後

の
活
躍
を
願
い
ま
し
た
。

１
０
５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

式　典

動画は
ココ!!

　

3
月
12
日
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
鹿
屋
支
部
の
関
係
者
が
市
役

所
を
訪
れ
、
交
通
標
識
入
り
の

定
規
１
，
０
５
０
本
を
市
内
の

各
小
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
事
故
防
止
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
、
毎
年
県

下
全
域
の
新
１
年
生
を
対
象
に

配
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

寄　贈
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3
月
9
日
、
「
ゾ
ー
ン
30
」
供

用
開
始
式
が
寿
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
区
域
内
の
制
限
速
度
を

時
速
30
㎞
に
す
る
な
ど
の
生
活
道

路
対
策
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
で
は
初

め
て
寿
小
学
校
周
辺
の
区
域
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
鹿
屋
警
察
署
長
は
「
子
ど

も
達
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
、
寿
敬
心
保
育
園
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
、
広
く
住
民

に
防
火
思
想
の
高
揚
を
訴
え
る
た

め
に
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た
も

の
。

　

法
被
を
着
用
し
た
園
児
た
ち
は

消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
見
守
る

中
、
保
育
園
か
ら
鹿
屋
警
察
署
ま

で
の
往
復
約
1.5
㎞
を
「
火
の
用

心
」
と
元
気
な
声
で
呼
び
か
け
な

が
ら
行
進
し
て
い
ま
し
た
。

園
児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

地　域

　

3
月
25
日
、
第
67
回
優
良
公

民
館
表
彰
の
伝
達
式
が
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
住
民
の
学
習
活

動
に
貢
献
し
て
い
る
公
民
館
を

文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
、
田
崎
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
学
習
活
動
へ
の
貢
献
を
表
彰

大
隅
の
地
域
力
の
向
上
に
貢
献

　

3
月
24
日
、
平
成
26
年
度

河
川
海
岸
愛
護
運
動
の
優
良

団
体
に
対
す
る
知
事
表
彰
伝

達
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
河

川
部
門
は
「
姶
良
川
河
川
愛
護

会
」
、
海
岸
部
門
は
「
県
建
設

業
協
会
鹿
屋
支
部
青
年
部
」
、

「
県
建
築
協
会
鹿
屋
支
部
青

年
部
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
海
岸
愛
護
運
動
の
功
績
を
表
彰

　

3
月
9
日
、
「
平
成
26
年
度

お
お
す
み
の
地
域
力
表
彰
」
の

表
彰
式
が
大
隅
地
域
振
興
局

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
。

○
串
良
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議

○
夢む
ら
け
ん

来
研
た
か
く
ま

○ 

公
益
社
団
法
人 

鹿
屋
肝
属

法
人
会
青
年
部
会

　

3
月
7
日
、
8
日
に
串
良
町

の
3
中
学
校
区
で
「
串
良
人
旅

立
ち
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
高
校
を
卒
業
し
て
串

良
を
離
れ
て
し
ま
う
前
に
、
地

元
の
存
在
を
支
え
に
し
て
新
天

地
で
頑
張
れ
る
よ
う
、
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
、
祝
い
送

り
出
し
て
あ
げ
る
も
の
で
す
。

故
郷
を
忘
れ
な
い
で

伝
統
的
な
方
法
で
堰
を
作
る

　

３
月
８
日
、
輝
北
町
平
房
の

石
牟
礼
神
社
で
春
の
例
祭
が
開

催
さ
れ
、
上
平
房
・
中
平
房
・

下
平
房
の
各
保
存
会
に
よ
る
棒

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
踊
り
子
た
ち
が
威

勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
棒

を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

石
牟
礼
神
社
で
春
の
例
祭

　

3
月
17
日
、
串
良
町
細
山
田

の
川
原
園
井
堰
で
、
「
柴
の
掛

け
替
え
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
串
良
川
を
竹
で
縛
っ

た
柴
束
と
コ
モ
で
ふ
さ
ぎ
、
早

期
水
稲
用
の
用
水
を
確
保
す

る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

約
１
０
０
年
前
か
ら
続
く
伝
統

行
事
で
す
。

子
ど
も
達
の
安
全
を
願
っ
て

表　敬

13  Kanoya City Public Relations



かのやばら園ガーデナー
宮地技師

　映画「アリス in ワンダーランド」をイメージしたオー
ナーガーデンには、草花で飾ったテーブルや多くのバラ
で形作られた巨大なハート型のバラが植栽されています。
　私がお勧めするバラは、同ガーデンに植栽されている
ジャスミーナです。白色にピンクが映える花で、花びら
がハートの形で折り重なるかわいらしいバラです。
　５月 10 日、10 時から行われる「子どもスケッチ大会」
では、ファンタジーの世界を演出したオーナーガーデン
で、愛らしい雰囲気のジャスミーナを描いてみるのも面
白いですよ！

無料入園日

ジャスミーナ

カップルデー
5/23㊏・24㊐
カップルで訪れると１人
分がタダに!!

4/24㊎
当日はかのやばら園に
無料で入園できます。

イベント

Kanoya City Public Relations  14



春爛漫のバラを楽しむ

河合伸志ローズセミナー

育種家として数々の受賞歴を持
ち、NHK「趣味の園芸」をはじめ、
テレビ・ラジオへの出演、書籍
を執筆されている河合伸志さん
のバラに関するセミナー

4/29㊌　14:00～15:30　観賞温室

ばら祭りのイベントを楽しむ

英明ライブ

鹿屋市出身の実力派シンガー英
明が登場。徳永英明さんの名曲
をカヴァーします。

5/6㊌　①13:00～　②15：00～

　　　　ガーデンステージ

※他にも、ピッピバルーンショー、薩摩剣士隼人による握手会＆撮影会など多彩なイベントが開催されます。
　問かのやばら園　☎ 40-2170

出張りなかる

国文祭プレイベント !! 出張りな
かるを開催し、コスプレワーク
ショップ＆撮影会を行います。

5/17㊐　10:00～15：00

　　イングリッシュローズガーデン

かのやバラ色婚活！

応募期限／５月 10 日㊐
男性／男3,000円、女性／2,000円
問い合わせは、鹿屋肝属法人会
青年部会☎ 44-7738

5/31㊐　14:00～20:00

霧島ヶ丘公園内

幻想的な夜のバラを楽しむ

両日ともに、20:30 から花火
ショーを開催。ロマンチックな
夜を過ごしませんか。

約 14 万球のイルミネーションで
バラをライトアップし、園内を幻
想的な雰囲気に包みます。

浅井愼平氏写真撮影会

かのや「ばら」と「海」フォトコ
ンテストの審査員を務められる浅
井愼平さん。
一緒に園内をまわりながら、バラ
を撮影してみませんか。

5/17㊐　10:00～12:00　観賞温室など

5/16㊏、17㊐のイベント

早朝＆延長開園　6:00 ～ 21:00
朝露・夕陽・星空など普段と異な
るバラを存分にお楽しみくださ
い。
また、撮影講習会やウォーキング
大会も予定しています。

スプリング
ファンタジーナイト
光で彩られた夜のばら園で過ごす

幻想的なひととき

6 / 6 ㊏、6 / 7 ㊐
18：30～21：00
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環　　境

大
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

◎持参するもの
○初めて犬を飼う人
　犬の登録料（3,000 円）
　予防注射代（3,400 円）
○すでに犬の登録が済んでいる人
　市役所からの案内通知
　予防注射代（3,400 円）
※通知書は、市役所に登録をしている場合のみ送付します。

◎留意事項
　次の犬は、動物病院に相談したうえで、予防注射を受けさせてください。
○注射の日に制御できる人がいない犬
○慢性的病気を持っている犬
○最近、治療や予防などの処置を受けた犬
○興奮しやすい性格の犬
○妊娠又は発情などで普段と違う状態にある犬

◎次の時は届出が必要です
○飼犬が死亡したとき
○飼主等を変更したとき
○鹿屋市内に転入したとき
○鹿屋市外に転出したとき
※転居先の市町村にて手続きを行ってください。
○犬の鑑札や狂犬病予防注射済票を失くしたとき

「犬の登録」や「狂犬
病予防注射」を受け
ないと…
　生後 91 日以上の犬
は、狂犬病予防法に
より 20 万円以下の罰
金が科せられること
があります。

会場に行くときは ･･･

Point

犬と共生するためマナーを守りましょう

　

市
で
は
、「
犬
の
登
録
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
を
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
都
合
の

良
い
時
間
に
会
場
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
犬
の
登
録
」
と
年
一
回
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
を
愛
犬
に
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

　

市
が
委
託
し
て
い
る
動
物
病
院
で
も
「
犬
の
登
録
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
問
市
生
活
環
境
課　

☎
31ｰ

１
１
１
５

③�飼い犬が逃げたり、人に危害を
を加えるのを防ぐため、放し飼
いはやめましょう。迷子になっ
たときに見つかるように名札や
首輪をつけましょう。

①�犬を散歩させるときは、ビニー
ル袋等を持ってフンを持ち帰
りましょう。

②�犬を散歩させるときは、リー
ドをつけて放さないようにし
ましょう。

環境美化への
ご協力を
よろしく

お願いします！
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登録及び狂犬病予防注射日程

６
月
９
日
（
火
）

　9:30 ～　  9:55 岡泉公民館
10:05 ～ 10:35 浜田海水浴場駐車場
10:45 ～ 11:20 高須地区学習センター
11:30 ～ 11:50 天神構造改善センター
13:10 ～ 13:30 船間公民館
13:45 ～ 14:10 古江下集会所
14:25 ～ 15:00 今坂町公民館

６
月
10
日
（
水
）

　9:30 ～　 9:50 新栄町自治公民館
10:05 ～ 10:30 新生町公民館
10:45 ～ 11:05 西原３丁目公民館
11:20 ～ 11:50 西原４丁目公民館
13:10 ～ 14:00 上野町公民館
14:15 ～ 14:30 小野原公民館
14:45 ～ 15:00 野元公民館

６
月
11
日
（
木
）

　9:30 ～ 10:00 保健相談センター
10:10 ～ 10:40 上谷公民館
10:50 ～ 11:10 西原 1 丁目スミレ公園
11:20 ～ 11:50 西原 2 丁目西公民館
13:10 ～ 13:40 尾之上団地入り口
13:55 ～ 14:15 打馬公民館
14:25 ～ 15:00 王子町公民館

 

６
月
12
日
（
金
）

　9:30 ～ 10:05 野里町集落センター
10:15 ～ 10:45 下堀町公民館
11:00 ～ 11:15 星塚敬愛園車庫前
11:25 ～ 11:50 萩塚町集落センター
13:10 ～ 13:30 飯隈公民館
13:40 ～ 14:05 永野田公民館
14:15 ～ 15:00 川西公民館

６
月
16
日
（
火
）

　9:30 ～　 9:55 名貫町集落センター
10:05 ～ 10:35 田崎地区学習センター

10:45 ～ 11:25 上田崎コミュニティー
センター

11:35 ～ 11:50 田崎公民館
13:10 ～ 13:45 新川公民館
14:00 ～ 14:25 川東公民館
14:40 ～ 15:00 光同寺公民館

６
月
17
日
（
水
）

　9:30 ～ 10:00 白崎町公民館
10:10 ～ 10:45 寿５丁目公民館
10:55 ～ 11:15 寿７丁目公民館
11:25 ～ 11:50 寿８丁目公民館
13:10 ～ 14:00 笠之原町公民館
14:10 ～ 14:30 寿４丁目公民館
14:40 ～ 15:00 寿３丁目公民館

６
月
18
日
（
木
）

　9:30 ～　 9:55 札元１丁目公民館
10:05 ～ 10:35 札元２丁目公民館
10:45 ～ 11:10 旭原公民館
11:20 ～ 11:50 東原研修館
13:10 ～ 13:30 寿２丁目公民館
13:40 ～ 14:05 緑山公民館
14:15 ～ 14:30 曽田町公民館
14:40 ～ 15:00 社会福祉協議会分室

５
月
13
日
（
水
）

　9:30 ～ 10:00 細山田分館
10:05 ～ 10:20 東新町公民館
10:30 ～ 10:45 立小野公民館
10:55 ～ 11:05 生栗須公民館
11:15 ～ 11:25 平瀬活動センター
11:35 ～ 11:50 下中公民館
13:15 ～ 13:35 上辰喰公民館
13:50 ～ 14:10 昭栄公民館
14:20 ～ 14:40 花鎌公民館
14:50 ～ 15:10 新中堀公民館
15:20 ～ 15:30 馬掛公民館

５
月
14
日
（
木
）

　9:30 ～　9:40 共栄公民館
　9:50 ～ 10:10 中山公民館
10:20 ～ 11:05 十三塚公民館
11:20 ～ 11:50 富ヶ尾公民館
13:15 ～ 13:35 新堀公民館
13:55 ～ 14:25 山下公民館
14:35 ～ 14:55 中郷公民館
15:05 ～ 15:30 大塚原公民館

５
月
15
日
（
金
）

　9:30 ～ 10:05 串良総合支所
10:15 ～ 10:40 岡崎西公民館
10:50 ～ 11:10 岡崎上公民館
11:20 ～ 11:50 緑ヶ丘公民館
13:15 ～ 13:35 白寒水公民館
13:45 ～ 14:15 下小原公民館
14:25 ～ 14:55 下方限公民館
15:05 ～ 15:30 柳谷公民館

◆串良地区

◆吾平地区

６
月
２
日
（
火
）

　9:30 ～　 9:50 吉ヶ別府公民館
10:05 ～ 10:25 重田公民館
10:45 ～ 11:00 柏木多目的集会施設

11:20 ～ 11:50 高隈地区交流促進
センター

13:10 ～ 13:30 谷田集会施設
13:45 ～ 14:25 旧農協大黒出張所
14:40 ～ 15:00 黒坂公民館

６
月
３
日
（
水
）

　9:30 ～ 10:00 上祓川町集落センター
10:10 ～ 10:35 祓川町集落センター
10:45 ～ 11:15 西祓川町集落センター
11:25 ～ 11:50 下祓川町集落センター
13:10 ～ 13:30 大須自治公民館
13:40 ～ 14:15 大浦町公民館
14:25 ～ 15:00 郷之原自治公民館

６
月
４
日
（
木
）

　9:30 ～　  9:50 白水町公民館
10:10 ～ 10:30 小薄公民館
10:50 ～ 11:10 花里公民館
11:30 ～ 11:50 根木原公民館
13:10 ～ 13:40 鶴羽公民館
13:50 ～ 14:20 海道町公民館
14:30 ～ 15:00 古里公民館

６
月
５
日
（
金
）

　9:30 ～ 10:05 横山集落センター
10:15 ～ 10:45 大姶良出張所
10:55 ～ 11:20 大姶良西ふれあい公民館
11:30 ～ 11:50 大姶良東集落センター
13:10 ～ 13:40 獅子目中央公民館
13:55 ～ 14:25 旧南公民館跡
14:35 ～ 15:00 池園町公民館

５
月
26
日
（
火
）

　9:30 ～　9:40 歌丸公民館
　9:50 ～ 10:00 白別府公民館
10:10 ～ 10:20 諏訪研修センター
10:30 ～ 10:45 福祉センター
10:55 ～ 11:05 和泉ヶ野公民館
11:15 ～ 11:35 輝北総合支所
11:40 ～ 11:50 愛宕公民館
13:15 ～ 13:25 下沢津公民館
13:35 ～ 13:45 上沢津公民館
13:55 ～ 14:10 久木野々公民館
14:20 ～ 14:30 辰喰公民館
14:35 ～ 14:45 上方公民館
14:55 ～ 15:10 市成校区公民館
15:20 ～ 15:30 宮園公民館

５
月
27
日
（
水
）

　9:30 ～　9:40 仏山公民館
　9:45 ～　9:55 朝倉公民館
10:00 ～ 10:10 八重山公民館
10:20 ～ 10:30 柏木公民館
10:35 ～ 10:50 日新公民館
11:00 ～ 11:10 谷田公民館
11:20 ～ 11:30 浮牟田公民館
11:40 ～ 11:55 高尾校区公民館
13:15 ～ 13:35 百引校区公民館
13:45 ～ 13:55 堂平公民館
14:05 ～ 14:15 坂宮公民館
14:20 ～ 14:30 影吉公民館
14:40 ～ 14:50 三原公民館
15:00 ～ 15:10 竹下公民館
15:20 ～ 15:30 平房活性化センター

◆鹿屋地区

◆輝北地区

５
月
19
日
（
火
）

　9:30 ～　9:50 赤野公民館

10:05 ～ 10:30 鶴峰中地区
ふれあいセンター

10:45 ～ 11:10 東大牟礼墓地広場

11:25 ～ 11:50 中央西地区
ふれあいセンター

13:15 ～ 13:40 鶴峰西地区
ふれあいセンター

13:55 ～ 14:20 苫野町内会
ごみステーション前

14:30 ～ 14:45 門前公民館
15:05 ～ 15:35 吾平振興会館

５
月
20
日
（
水
）

　9:30 ～　9:55 持田公民館
10:05 ～ 10:20 寺ヶ迫公民館
10:30 ～ 10:45 寒水公民館

10:55 ～ 11:15 中央麓地区
ふれあいセンター

11:25 ～ 11:50 鉄道記念館
13:15 ～ 13:35 原口公民館

13:45 ～ 14:15 下名東地区
ふれあいセンター

14:25 ～ 14:35 川北公民館

14:45 ～ 15:00 下名西地区
ふれあいセンター

15:10 ～ 15:40 鶯町内会
ごみステーション前

５
月
21
日
（
木
）

　9:30 ～　9:45 神野地区
ふれあいセンター

　9:55 ～ 10:10 荷掛公民館
10:20 ～ 10:40 黒羽子公民館

10:50 ～ 11:15 鶴峰東地区
ふれあいセンター

11:25 ～ 11:50 吾平振興会館
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交　　通

生
活
交
通
の
現
状

　

市
民
の
８
割
以
上
の
人
が
日
常
生

活
の
移
動
手
段
を
自
家
用
車
に
依
存

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
近
く
に
買
物
の
で
き
る

場
所
や
病
院
が
な
い
地
域
の
人
に

と
っ
て
、
移
動
手
段
の
確
保
は
切
実

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

減
少
す
る
利
用
者
、

重
い
市
の
財
政
負
担

　

市
内
で
は
、
現
在
61
系
統
の
路
線

バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
は
年
々
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

市
民
の
約
55
％
の
人
が
「
現
在
は
必

要
と
し
て
い
な
い
が
、
将
来
ク
ル
マ

を
手
放
し
た
時
に
必
要
に
な
る
」
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
減
少
す
る
な
か
、

事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
運
行
を
維

持
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
赤
字
路
線

に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
路
線
を
維

持
す
る
な
ど
公
共
交
通
の
確
保
・
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

通勤通学

買い物

通院

その他の外出

3.9

4.4

4.6

6.4

84.6

84.3

83.5

81.3

11.4

11.3

11.9

12.3

バス 自動車 その他

日常の利用交通手段

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000
358,874

326,403
294,177 293,351

275,983 267,845

H20 H21 H22 H23 H24 H25

単位：人

廃止路線代替バス・
コミュニティバスの利用者の推移

安
心
で
き
る
暮
ら
し
に

　

公
共
交
通
は
、
日
常
的
に
自
家
用

車
を
使
用
す
る
人
に
と
っ
て
も
外
出

先
で
は
必
要
な
移
動
手
段
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
自
家
用
車
を
運
転
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
時
や
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
代
替
の
交
通
手
段

と
し
て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
移
動

手
段
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
公
共
交

通
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
自
家
用
車

を
持
た
な
い
人
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
共
通
の
課
題

で
あ
り
、
公
共
交
通
は
今
後
も
欠
か

せ
な
い
移
動
手
段
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

55,000

60,000

65,000

70,000
66,661

63,021

66,742

H24 H25 H26

赤字路線バスへの市補助金

　通勤・通学や通院、買物などで、私たちの日常生活に欠か
せない公共交通。
　しかし、身近な公共交通であるバスの利用者は減少し続け、
バス路線のサービス水準の低下や存続が危ぶまれています。
　今回は、平成 26 年度に実施したアンケート調査などの結
果を踏まえ、私たちの生活に必要な公共交通の将来について、
考えてみましょう。

問市政策推進課　☎ 31 ｰ 1125

安心な暮らしを支える
地域の公共交通

考えよう
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バ
ス
が
通
ら
な
い
！

交
通
空
白
地
帯

　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
提

供
さ
れ
て
い
な
い
エ
リ
ア
（
自
宅
か

ら
５
０
０
ｍ
以
内
に
バ
ス
停
が
無
い
）

は
交
通
空
白
地
帯
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
交
通
空
白
地
帯
は
、
市
の
郊

外
部
を
は
じ
め
、
市
立
図
書
館
・
文

化
会
館
、
病
院
な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、

寿
地
区
や
西
原
地
区
の
人
口
集
中
エ

リ
ア
に
お
い
て
も
存
在
し
て
お
り
、

公
共
交
通
で
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い

エ
リ
ア
が
市
内
の
広
範
囲
に
点
在
し

て
い
ま
す
。

　市では、利用者のニーズに合わせた機能的

な交通ネットワークを構築するため、今年度

に「地域公共交通網形成計画」を策定する予

定です。

　将来に向けての大切な計画を市や交通事

業者だけで決定せずに、市民の皆さんの生の

声を踏まえて検討していきたいと思います。

　ご意見・ご提案は、本庁、各総合支所窓口

に備え付けてある「市民の声直行便」ポスト、

広報誌の「市民のひろば」のはがき、または

市ホームページからお寄せください。

急
が
れ
る
対
策

広
域
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

近
隣
市
町
と
の
繋
が
り
が
強
い
地

区
も
あ
り
、
ま
た
、
通
院
・
通
学
な

ど
近
隣
市
町
か
ら
の
流
入
も
多
い
状

況
で
す
が
、
路
線
網
と
し
て
の
繋
が

り
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民

の
移
動
実
態
に
沿
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
が
必
要
で
す
。

公共交通について、
市民の皆さんの声を、聞かせてください！

政策推進課
児玉主任主事

路
線
バ
ス
の
利
便
性

　

市
内
の
路
線
バ
ス
は
、
東
西
方
向

の
路
線
が
多
く
運
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
南
北
方
向
の
路
線
の
運
行
は
少

な
く
、
ま
た
、
１
日
あ
た
り
の
運
行

本
数
が
１
本
未
満
と
、
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
路
線
も

あ
り
ま
す
。
市
民
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、

「
運
行
の
時
間
帯
」「
運
行
本
数
」
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
対
す
る
関

心
が
高
い
状
況
で
す
。

交
通
空
白
地
帯
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

　

広
範
囲
に
点
在
す
る
交
通
空
白
地

帯
か
ら
の
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
日
常
生
活
に
必
要
な

最
低
限
の
移
動
手
段
の
確
保
が
必
要

で
す
。

　市街地、輝北、吾平の３地区で、青色
のかわいいデザイン「くるりんバス」を
運行しています。（１回大人 100 円）
　日常生活の移動手段にご利用ください。

些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

よりよい公共交通を
創り、守り、育てるため
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組　　織

superintendent of educatio
n

教　育　長

organization

組　　織

市役所の組織を
再編しました

教育長を紹介します

宮下 昭廣氏の退任に伴い、中野 健作氏が４月１日付けで教育長に就任しました。

略　歴

熊本大学理学部卒業後、昭和 53 年に県教職

員となり、鹿屋市立笠野原小学校に赴任。

県教育庁教職員課長、県総合教育センター所

長、鹿児島市立伊敷中学校校長、鹿児島市立

吉野公民館長を歴任。

中野 健作 氏（61歳）

４月から市役所の組織の一部が変わりました
市民の皆さんに関わりの深い内容を中心に主な変更点をお知らせします。

配偶者暴力相談支援センター
配偶者暴力相談について専門的に対
応するため、子育て支援課に配偶者
暴力相談支援センターを設置しまし
た。

地域６次産業推進室
県の大隅加工技術研究センターの活
用促進や地域産業の振興を図るため、
産業振興課を産業支援センターに移
転し、地域６次産業推進室を設置。

地域活力推進課
安全安心課が担当していた町内会事
務を地域活力推進課に移管し、地域
コミュニティとの一体的な推進を図
ります。

地域包括ケア推進室
高齢者の医療、介護、生活支援・介
護予防を地域ぐるみで支援するシス
テムづくりのため、高齢福祉課に地
域包括ケア推進室を設置しました。

市民スポーツ課
商工観光課が担当していたスポーツ
合宿関係事務を市民スポーツ課に移
管し、スポーツ振興と地域経済の活
性化を一体的に推進します。
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募集・申請☎
国民健康保険・後期高齢者医療人
間ドックの受診者を募集
国民健康保険
◎対象者＝次のすべての要件を満たす人
① 受診日現在、30 歳以上 74 歳以下の

国民健康保険の被保険者
② 平成 26 年度分の国民健康保険税を完

納している世帯の人で、人間ドックの
検査結果の提供に承諾できる人

◎定員
○一般ドック＝ 325 人
○脳 ド ッ ク＝ 90 人
○がんドック＝ 40 人
後期高齢者医療
◎対象者＝次のすべての要件を満たす人
① 受診日現在、後期高齢者医療の被保険

者
② 平成 26 年度分の後期高齢者医療保険

料を完納している人で、人間ドックの
検査結果の提供に承諾できる人

◎定員
○一般ドック＝ 75 人
○脳 ド ッ ク＝ 35 人
○がんドック＝ 10 人

〈共通事項〉
◎助成額
○一般ドック＝ 16,500 円
○脳 ド ッ ク＝ 18,000 円
○がんドック＝ 50,000 円
◎ 実施期間＝７月１日（水）～平成 28

年３月 31 日（木）
◎ 応募方法＝健康保険被保険者証及び印

鑑を持参して直接来所
◎応募期間＝５月７日（木）～ 29 日（金）
※一般ドック、脳ドック、がんドックの

いずれか一つの応募となります。
※定員を超えた場合、昨年度の未受診者

を優先し、残りの定員は抽選
※人間ドックと特定・長寿健診の重複受

診はできません。
問市健康保険課（１階⑤・⑥番窓口）
　☎ 31-1162
　各総合支所市民生活課

鹿屋市市民活動支援事業の企画案
を募集
◎ 対象となる事業＝地域社会の課題の解

決につながる次の事業
① 鹿屋市内で実施され、活動の主な効果

が鹿屋市内で生じるもの
② 新たな活動又はこれまでの活動を拡充

する活動で、かつ、自主的・主体的に
取り組む市民活動事業

※ただし、次の事業は補助対象となりま
せん。

○調査や学術研究を目的とする事業
○ 団体の活動拠点となる施設等の建設及

び整備を目的とする事業
○ 国・県又は市の他の制度による委託又

は補助・助成を受けている、又は受け
る見込みのある事業

◎ 対象団体＝次のすべての要件に該当す
る団体

○ 鹿屋市内に活動拠点を持っており、市
内を中心に活動している市民活動団
体

○ ５人以上の会員で組織し、活動を継続
できる体制をもっていること

○ 団体の運営に関する規約（又は会則等）
があること

○ 政治活動、宗教活動を目的とした団体
でないこと

○ 団体が法人の場合は市税の滞納がない
こと

○ その他公共の福祉に反する活動をして
いないこと

◎ 補助金額＝補助対象経費の４/ ５以内
の額（50万円を上限）。採択回数によっ
て補助率は異なります。

◎ 実施期間＝補助金の交付決定日（６月
下旬頃）から平成 28 年３月 13 日（日）
まで

◎ 応募方法＝市ホームページ、市地域活
力推進課及び各総合支所にある応募
用紙を直接持参又は郵送

◎ 応募期間＝４月 13 日（月）～５月８
日（金）

問市地域活力推進課（３階）☎ 31-1147

肝属地区環境ふれあい館の年間講
座受講生の募集

◎ 対象者 ＝ 成 人（ № 4・6・7・8・10
＝成人・親子）

◎ 受講料＝無料（材料費が必要な講座あ
り）

◎ 応募方法＝直接来館又は電話で応募す
るか、氏名・住所・電話番号・希望講
座名を記入してＦＡＸ

◎応募期限＝５月 31 日（日）
◎その他
○ 応募多数の場合は抽選。決定者のみ連

絡
○ 自転車整備、牛乳パック紙すき、エコ

ポット作り、廃食油石けん作り、布ぞ
うり作り、新聞紙エコバッグ作り、牛
乳パック工作等については、随時受け
付けています。

問肝属地区環境ふれあい館　
　☎ 62-8101　℻ 62-8102

№ 講座名 講座日時 定員

1
スラッシュキル
トで手作りバッ
グ作り３回講座

6/12（金）
 ・18（金）
 ・26（金）
9:00 ～ 12:00

10 人

2 ぼかし作り 6/21（日）
10:00 ～ 11:00 10 人

3 布ぞうり講座 6/24（水）
9:30 ～ 15:00 5 人

4 自転車整備講座 7/  5（日）
9:00 ～ 12:00 1 組

5 布ぞうり講座 7/23（木）
9:30 ～ 15:00 5 人

6 木 工 講 座　～ 虫
カゴ作り～

7/26（日）
9:30 ～ 12:00 5 組

7 親子でタイル講
座

7/29（水）
10:00 ～ 12:00 20 組

8 自転車整備講座 8/  2（日）
9:00 ～ 12:00 1 組

9 体に優しいエコ
クッキング

8/  5（水）
10:00 ～ 13:00 10 人

10 自転車でリサイ
クル発電

8/16（日）
9:00 ～ 12:00 3 組

11 布ぞうり講座 8/26（水）
9:30 ～ 15:00 5 人

報掲示 板情
I n f o r m a t i o n
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嘱託職員を募集
◎職種＝コミュニティセンター吾平振興

会館館長
◎業務内容＝施設の管理 ･ 運営、社会教

育事業等の企画運営、学校応援団コー
ディネーター、中学校区における地
域づくりへの指導・助言等、地域コ
ミュニティーに関すること

◎賃金＝月額 158,400 円
◎対象者＝社会教育行政経験者等の社会

教育の専門知識や防火管理者資格を
有する人が望ましく、パソコン操作
のできる人

◎募集人数＝１人
◎雇用期間＝６月１日（月）～平成 28

年３月 31 日（木）
◎勤務時間＝ 8:30 ～ 17:00
◎応募方法＝市販の履歴書に写真を貼り

付けて、直接持参又は郵送
◎応募期限＝４月 30 日（木）
問中央公民館
　☎ 44-0321

鯉のぼりが電線に触れると危険です
　鯉のぼりは感電事故防止のため、電線
から十分に離れた安全な場所に立てま
しょう。
　また、鯉のぼりが電線にかかった場合
は、自分で取ろうとせず、お近くの九州
電力までご連絡ください。
問九州電力株式会社　☎ 0120-986-806

中小企業資金利子補給制度の一部を
改正します
◎内容＝鹿屋市中小企業資金利子補給金

の対象資金の融資を受けた商工業者
等に対し、借入資金の利子の一部を
補給

◎対象者＝次のすべての要件を満たす業
者

○市内に住所又は事業所を有する商工業
者

○鹿屋商工会議所、かのや市商工会に加
入し、かつ、市税を完納している業
者

◎対象資金＝鹿児島県中小企業制度資
金、㈱日本政策金融公庫制度資金、
商工貯蓄共済制度資金（積立金の範
囲内の資金は除く）

◎利子補給期間＝融資実行日から１年間
以内

◎利子補給金の額＝対象資金借入金額の
２％分に相当する額

◎限度額＝１事業所当たり 30 万円
◎申込方法＝融資のあった日から２月以

内に、「鹿屋市中小企業資金利子補給
金に係る届出書」及び「鹿屋市中小
企業資金利子補給金交付申請書」、そ
の他必要書類を鹿屋商工会議所又は
かのや市商工会を経由し、市に提出

問市商工観光課（２階）　☎ 31-1164

市長と「“ 本気 ” で語ろう会」の
開催グループを募集
◎内容＝「“ もっと身近な ”、“ もっと熱

い ”、“ もっと分かりやすい ” 市政運営」
を実現するため、市民の皆さんと市
長が本気で意見交換を行う「“ 本気 ”
で語ろう会」の開催グループを募集

◎テーマ＝まちづくり・教育・子育て・
スポーツ・文化振興などテーマは自
由

◎対象者＝市内に在住又は通勤・通学し
ている人で構成された、概ね 10 人か
ら 20 人程度の任意のグループ

◎申込方法＝市ホームページにある申込
書を直接持参、郵送、メール又はＦ
ＡＸするか電話で問い合わせ

◎申込期間＝４月 13 日（月）～５月
15 日（金）

問市広報広聴課（３階）　
　〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20-1
　電話 31-1122　℻ 43-6821
　kouhou@e-kanoya.net

TopicsTopics　Topics
　

皆
さ
ん
の
知
恵
や
意
見
を
市
政
に
生
か
し
、

「
市
民
が
主
役
」
の
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
活
動
内
容
＝
市
政
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

へ
の
協
力

◎
任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
（
２
年
以
内
）

◎
募
集
人
員
＝
１
０
０
人
以
内

◎
モ
ニ
タ
ー
の
種
類
＝
郵
送
モ
ニ
タ
ー
（
郵
送

に
よ
る
回
答
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

（
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
回
答
）

◎
応
募
資
格
＝
４
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上

の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
鹿
屋
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
市
外
居
住
者
で
、
鹿
屋
市
内
に
通
勤
・
通
学

を
し
て
い
る
人

○
市
外
・
県
外
在
住
の
鹿
屋
市
出
身
者

◎
応
募
方
法
＝
は
が
き
、
便
箋
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
希
望
す
る
モ
ニ
タ
ー
（
郵
送
・
ネ
ッ
ト
）・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
直

接
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
応
募
期
間
＝
４
月
13
日（
月
）～
５
月
15
日（
金
）

◎
そ
の
他
＝
決
定
の
連
絡
は
、
６
月
以
降
に
郵

送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
広
報
広
聴
課
（
３
階
）　

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
31ｰ

１
１
２
２　

℻　
43ｰ

６
８
２
１

　

kouhou@
e-kanoya.net

鹿
屋
市
市
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　Topics

お知らせ

報掲示 板情
I n f o r m a t i o n
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鹿屋市行政手続条例の一部が改正
されました
　国民の権利利益の保護の充実を図るた
め、法令に基づく処分、行政指導等に関
する手続きを定めた行政手続法が一部改
正され、平成 27 年４月１日から施行さ
れました。これに伴い、鹿屋市行政手続
条例も改正・施行されました。
　改正の主な内容は、事業者等が条例等
の要件に適合しない行政指導を受けたと
思う場合に、その中止等を求めることが
できる「行政指導の中止等の求め」の手
続きや、法令に違反する事実を発見した
場合に、その是正のための処分又は行政
指導を求めることができる「処分等の求
め」の手続きを新設するほか、行政機関
が行政指導をする際に、その根拠等の明
示を義務付けるものとなっています。
問市総務課（３階）　☎ 31-1127

鹿屋吹奏楽団第 21 回定期演奏会
◎日時＝４月 19 日（日）　14:00 ～
◎場所＝市文化会館
◎入場料＝無料
◎曲目＝式典のための行進曲「栄光をた

たえて」、エル・カミーノ・レアル　
など

問鹿屋市吹奏楽団事務局　☎ 43-9417

TopicsTopics　Topics
　

市
民
に
身
近
な
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
窓
口
と

し
て
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
相

談
か
ら
自
立
支
援
、
法
的
措
置
な
ど
総
合
的
な

支
援
を
行
う
た
め
、
鹿
屋
市
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
４
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

相
談
は
無
料
（
予
約
制
）
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
る
人
が
身
近
に
い
た
ら
、
支

援
す
る
機
関
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
１
１
０
番
へ
！

◎
鹿
屋
警
察
署
（
生
活
安
全
刑
事
課
）

　

☎
44ｰ

０
１
１
０

鹿
屋
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

　Topics
◎配偶者や交際相手等からの暴力（Ｄ

Ｖ）に一人で悩んでいませんか。
まずは、相談してみてください。

問子育て支援課　☎ 31-1134

消防団員の安全装備品を充実
　市では、平成 26 年度石油貯蔵施設立
地対策等交付金事業を活用し、鹿屋市消
防団員の「編上げ靴」と「災害救助用手
袋」を整備しました。
　当事業は、石油貯蔵施設が立地される
周辺自治体における公共用の施設整備に
かかる費用を助成し、地域住民の福祉向
上、地域経済の発展に寄与することを目
的とする事業です。
　今回の整備により、消火時や災害時な
どの迅速な行動及び消防団員の安全確保
に期待ができます。
　今後も、当事業を活用し、住民の生命・
財産等の安全確保のため、地域防災力の
中心となる消防団の機能充実・強化を図
ります。
問市安全安心課（３階）☎ 31-1124

▲「編上げ靴」と「災害救助用手袋」

輝北・春のハイキング
◎内容＝輝北うわば公園周辺を散策する
　４㎞又は８㎞コースのハイキング
◎期日＝４月 29 日（水）　10:00 ～
◎場所＝輝北うわば公園
◎受付＝当日 9:30 ～ 10:00 までに参加

料 300 円を持参して受付
問まちづくり輝北　☎ 099-485-1900

リナフェスタ 2015
◎内容＝ kids クイズラリー、貯筋運動、 

鹿屋グルメ広場、Good Morning Market、
10m ロールケーキなど

◎日時＝５月３日（日）　10:00～ 16:00
◎場所＝リナシティかのや、水辺ステー

ジ、国道２６９号歩行者天国
問街のにぎわいづくり協議会事務局
　☎ 45-6004

第５回とっておきの音楽祭 in かのや
◎内容＝障がいのある人もない人も一緒

に音楽を楽しみ、音楽のチカラで心
のバリアフリーを目指す音楽祭

◎日時＝５月３日　（日）　10:00 ～ 17:00
◎場所＝リナシティかのや水辺ステー

ジ、中央地区商店街特設会場
◎観覧料＝無料
問 とっておきの音楽祭 in かのや実行委

員会　☎ 35-1001

鹿屋市配偶者
暴力相談支援センター

☎ 0994-31-1171
受付時間＝月～金（祝日を除く）

９：00 ～ 17：00

イベント
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休日救急当番医・歯科休日急患在宅医

　生命が活発に動き出す春。ところが、暖かい日が続く
かと思えば寒い日があったり、天候は不安定。また、新
しい環境で体調を壊しやすいのも春の季節の特徴です。
①気候の変化に応じた対策で体調管理
　天気予報を確認し、気温に合わせて
　衣服を調節することや、室内では室温
　や湿度の調整、こまめな換気をしましょう。
②体内時計をリセットして生活リズムを整える
　 毎朝起きたら日光を浴び、規則正しい時間に食事をし

ましょう。また、寝る前はテレビ等を見るのは控えて
十分な睡眠が取れる工夫をしましょう。

 ③旬の野菜を食べる
　 旬の野菜には新陳代謝を活発にする働きがあります。

積極的に食べるようにしましょう。
 ④リフレッシュする
　お花見や森林浴、ウォーキングで体を動かしましょう。

春スタート 健康づくりしませんか？

4月・5月

　この体操は呼吸法で身体全体のバランスを整える
日本式養生術です。
●吾平地区
○日程＝５月７日（木）～５月 28 日（木）の毎週木曜日
○時間＝ 9：00 ～ 11：00
○場所＝吾平保健センター
○申込期限＝４月 30 日（木）
●鹿屋地区
○日程＝５月 25 日（月）～６月 29 日（月）の毎週月曜日
○時間＝ 14：00 ～ 15：30
○場所＝リナシティかのやフィットネスホール
○申込期限＝５月 15 日（金）
〈共通事項〉

●対象者＝すべての講座に参加できる人
●申込方法＝直接又は電話で申込
問市保健相談センター　☎ 41 ｰ 2110

◎「生命の貯蓄体操」無料教室を行います

◎テレホンガイドかのや　　　　    ☎ 42-4000
　週末の休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス ☎ 43-0119
　平日／午後 5 時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

４月 19 日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
山路医院 東串良町池之原 63-2134

26 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
児玉医院 東串良町川東 63-8522

５月  ３日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

10 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
４月 19 日 中野歯科医院 共栄町 41-7455

26 日 中原歯科医院 西原 1 丁目 43-0088
29 日 永山矯正歯科医院 西原 4 丁目 40-1182

５月  ３日 西の原歯科 打馬 1 丁目 40-4180
４日 根木原歯科 札元 1 丁目 41-0750
５日 はまち歯科・小児歯科ｸﾘﾆｯｸ 札元 2 丁目 43-8461
６日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118

10 日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

４月 19 日
 前田内科 本町 42-2175
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

26 日
 中塩医院 西原 1 丁目 43-2489
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 西原外科クリニック 西原 1 丁目 43-4195

 29 日
 児玉上前共立病院 寿 5 丁目 43-2510
 児玉上前共立病院 寿 5 丁目 43-2510
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

５月  ３日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

 ４日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 徳田脳神経外科病院 打馬 1 丁目 44-1119

５日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 鮫島整形外科病院 寿 1 丁目 43-2535

 ６日
 おばま医院 寿 2 丁目 42-5235
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

10 日
 中原クリニック 横山町 48-2011
 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

まちの
保健室

Health Care
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kanoya

市
民
のひ

ろ
ば

直
売
所
、
物
産
館
情
報
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
所
に
あ
っ

た
ん
だ
！
と
い
う
発
見
ば
か
り
で
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
鹿
屋
は
食
材
豊
富
な

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た

直
売
所
が
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
す
。（
ば
ら
ら
ち
ゃ
んcute

さ
ん
・

37
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
３
月
13
日
号
の
『
突
撃
!!

直
売
所
の
「
魅
力
」
を
探
る
』
に
は
、「
ぜ

ひ
行
っ
て
み
た
い
」「
大
変
参
考
に
な
っ

た
」「
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
」

等
々
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
事
に
も
載
せ
ま
し
た
が
、直
売
所
は
、

地
産
地
消
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

地
元
で
採
れ
た
農
林
水
産
物
を
安
く
、
新

鮮
に
買
え
る
と
い
う
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
「
ふ
れ
あ
い
」
の
場

に
も
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
物
産

館
め
ぐ
り
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
直
売
所
の
良
い
と

こ
ろ
を
比
較
し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

鹿
屋
市
に
住
み
始
め
て
１
年
半
に
な

り
ま
す
。
広
報
か
の
や
、
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
イ
ツ

語
講
座
で
拝
見
し
て
以
来
、
多
仁
亜
さ
ん

の
フ
ァ
ン
で
す
。
今
後
も
講
演
会
や
特
集

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
鹿
屋
は
住

み
や
す
く
、
お
い
し
い
お
店
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
高
速
も
つ
な
が
り
ま
し
た
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。（
お
さ
む
し
さ
ん
・
35
歳
・
女
性
）

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
門
倉
多
仁
亜
さ
ん
、
本
当
に
素
敵
な

人
で
す
よ
ね
。
鹿
屋
、
大
隅
の
魅
力
に
つ

い
て
も
「
素
材
が
何
で
も
あ
る
こ
と
が
本

当
に
す
ご
い
。
東
京
か
ら
見
た
ら
、
う
ら

や
ま
し
い
限
り
の
地
域
で
す
。
食
材
も
安

全
・
安
心
で
す
が
、
こ
れ
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
な
く
、
と
て
も
素
敵
で
特
別
な

こ
と
な
ん
で
す
」
の
コ
メ
ン
ト
に
、
私
た

ち
も
、
普
段
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
物

や
地
域
の
良
さ
な
ど
再
度
見
つ
め
な
お
し

て
み
る
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ス
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
し
た

が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
何
の
情
報
も

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
地
図
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
、
も
っ
と
市
民
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
。（
市
民
の
声
直
行

便
よ
り
）

　

旧
国
鉄
線
路
跡
に
整
備
さ
れ
た
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
パ
ー
ス
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
図
に
つ
い
て
は
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
取
り
扱
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

く
る
り
ん
バ
ス
の
路
線
拡
充
に
つ
い

て
、
病
院
や
買
物
に
行
く
の
に
タ

ク
シ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
負

担
が
重
く
、
路
線
バ
ス
は
あ
る
も
の
の
早

朝
と
夕
方
の
便
だ
け
で
す
。
く
る
り
ん
バ

ス
が
回
っ
て
い
な
い
地
域
に
も
週
２
～
３

回
ま
わ
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

運
行
経
路
は
、
バ
ス
事
業
者
や
タ
ク

シ
ー
協
会
、
警
察
署
、
地
域
住
民
の
代
表

者
で
構
成
す
る
「
鹿
屋
市
地
域
公
共
交
通

会
議
」
に
お
い
て
、
路
線
バ
ス
再
編
と
併

せ
て
定
期
的
に
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
民
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
を
行
う
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
運
行

本
数
等
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い

と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
今
後
、
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
市
全
域
を
見
渡
し
た
運

行
計
画
を
見
直
す
予
定
で
す
。　

　

こ
の
ほ
か
、
複
数
の
お
ハ
ガ
キ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
お
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

№223

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　広報広聴課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

Ａ　・　Ｂ
ご希望のプレゼント

男　・　女

広報紙への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市広報広聴課

「市民のひろば」係
  ☎ 31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集
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ばら色サブレセット10枚入り
／３名様
杵屋モン・ドール
鹿屋市北田町4-10

鹿屋産バラの花びらと
ローズヒップを刻んで
入れた、バターたっぷ
りのしっとりサブレ

応募〆切　５／12 ㊋

かんぱち箱寿司／
３名様
栄楽寿司
鹿屋市共栄町16-7

大隅「食のおみやげ」
審査会で最優秀賞を受
賞したお土産品の「か
んぱち箱寿司」

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・商品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

Ｂ賞

当選者の発表は、商品引換券の発送を
持って代えさせていただきます。

Ａ賞

Present ✂キリトリ線

かのや活動レポート

新美 了 隊員
今回の報告者

▲ クレープ作りをする
子どもたち

　鹿屋市社会福祉協議会輝北支所では、地域のボランティア

の協力により、子育て中の親子を対象に「子育てサロンてる

ぽっく」を開催しています。

　月一回絵本の読み聞かせや季節の行事などを通して、子育

ての悩みなどを語り合いながら交流を深めています。また

ゆっくりと過ごせる場所で遊びを通してお子さんの成長を見

守りながらお母さん同士の交流も図れます。ぜひ一度見学に

来てください。

●日時＝毎月第 3 木曜日　10 時～ 12 時

●場所＝輝北総合福祉センター

　こんにちは！吾平町から新美のレポートです！

　昨年 11 月から吾平町麓町内会、鹿児島大学教育学部、地域お

こし協力隊の共同企画である「吾
あいらしょうてん

平小店」を定期的に開催して

います。吾平小店とは、子ども達の経済感覚を養うために、自

ら商品を企画、作成、販売する経済体験プログラムです。3 月

上旬に第一弾として、子ども達自身が考えた吾平色満載の大福、

たこ焼き、クレープを作りました。今後吾平町や市のイベント

等で販売していきますので是非ご購入下さい。

●対象者＝０歳～未就園児とその保護者

問鹿屋市社会福祉協議会輝北支部　☎ 099-486-0777

vol.1
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私
は
横
山
町
で
育
ち
、
高
校
卒
業
後

に
各
地
で
電
気
関
係
の
仕
事
に
就
い
た

後
、
平
成
10
年
に
都
城
市
で
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
妻
の
実
家
が
あ

る
串
良
町
細
山
田
の
風
土
と
人
が
気
に

入
り
、
仕
事
と
生
活
の
拠
点
を
細
山
田

に
移
し
ま
し
た
。

　

長
女
が
幼
稚
園
に
あ
が
っ
た
と
き

に
、
細
山
田
地
区
は
私
が
育
っ
た
大
姶

良
地
区
と
比
べ
、
子
ど
も
達
の
行
事
が

少
な
い
こ
と
に
気
づ
き
「
こ
の
子
達
が

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
故
郷
を
ど
う
思

う
の
か
な
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
平
成
18
年
以
来
７
年

間
途
絶
え
て
い
た
地
元
の
夏
祭
り
を
復

活
さ
せ
る
活
動
を
開
始
。
夏
祭
り
を
復

活
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
決
め
た
こ
と

は
、
行
政
の
補
助
や
寄
付
に
頼
ら
な
い

手
作
り
の
祭
り
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
食
べ
物
な
ど
の
販
売
を
チ

ケ
ッ
ト
制
に
し
て
財
源
を
確
保
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
の
企
業
、
学
校
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
会
場
設
営
や
準
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

手
作
り
と
い
う
こ
と
で
大
変
苦
労
は

し
ま
し
た
が
、終
わ
っ
て
み
れ
ば
約
２
，

０
０
０
人
の
来
場
者
が
訪
れ
、
大
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
時
来
場
者
か
ら
頂
い
た

「
祭
り
を
復
活
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
言
葉
が
、
今
の
地
域
お
こ

し
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

翌
年
の
平
成
26
年
に
は
、
志
を
同
じ

く
す
る
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
地
域
お
こ

し
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
、
グ
ル
ー
プ
の

名
前
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
小
中
学
生
に

応
募
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
「
地

域
お
こ
し
戦
隊 

細
山
ラ
イ
田
ー
」
と

名
付
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
認
知
度
を
高
め

る
た
め
に
、Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
ヒ
ッ
ト
曲「
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
の
細

山
田
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
製
作
、「
細
山
ラ

イ
田
ー
旗
争
奪
野
球
大
会
」
の
開
催
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
の
と
き

か
ら
構
想
に
あ
っ
た
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

「
ラ
イ
ダ
ー
カ
イ
モ
」
の
製
作
で
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
を
細
山
田
在
住
の
人
に
製
作

し
て
い
た
だ
き
、
活
動
に
新
た
な
幅
を

持
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
メ
ン
バ
ー
も
少
な
く
一
つ

一
つ
の
企
画
を
行
う
こ
と
が
大
変
で
す

が
、
地
域
の
方
々
の
笑
顔
を
見
ら
れ
た

時
に
、
メ
ン
バ
ー
一
同
本
当
に
達
成
感

と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
、
も
っ
と
密
着
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ
の
日

か
細
山
田
が
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達

の
元
気
な
声
が
響
く
地
域
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

去 年 の 夏 祭 り 終 了 後 に 細 山 ラ イ
田ー隊員が、達成感を味わいなが
らスタッフと一緒に撮った写真で
す。今後も隊員一丸となり熱く、
楽しく活動していきますのでご期
待ください。

明
日
へ
の

扉
No.4

Hideki Etou

昭和63年大姶良中学校卒業、平成３年鹿屋工
業高校卒業。平成10年に江藤電気を設立後、
平成14年に串良町細山田に転居。「地域おこ
し戦隊 細山ライ田ー」隊長
（42歳）

江藤 秀樹さん

夏
祭
り
の
時
の
感
謝
の
言
葉
が

　

地
域
お
こ
し
活
動
の
原
動
力
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広
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広
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課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市広報広聴課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238

医療・緩和ケア・介護・看護の必要な方
　　　　　　　　　　生保の方も全て受け入れ可能

上記の全ての資格は風の村で働きながら取得できます。

風の村へのお誘い

風の村
働きませんか
（託児所完備）
入居しませんか
（お安くなりました）
士
祉
福
護
介

 
⬅

ネ
マ
ア

ケ

実務者研修

〈資格
取得〉

初
任
者
研
修　

⬇　　　　　　 

⬇

無資
格  

⬇

（
有
資
格
者
）

鹿屋市野里町2485番地　TEL0994-36-6000　FAX0994-36-6001

詳細はホームページでご確認下さい。

きます得でききますます

初
任
者者
研

⬇

（（（（（
有有有有有有
資資資資
有

格格格格
資資
者者者者者者
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））
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福福

介
護

⬅

ネ
マ

実実

⬇⬇⬇

第
５
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護
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者
研
修

６
月
開
講
予
定

毎
月
１
日

随
時
受
付（
通
信
制
）

福祉斎場は事前相談すると
金利手数料０円の分割払いＯＫ！

3斎場すべて100名収容ホール

観音福祉斎場 大崎福祉斎場 細山田福祉斎場

私どもの福祉斎場（観音・細山田・大崎）は上記の金額と最高な
設備の斎場で故人様を立派にお見送りすることができます。

福祉斎場総支配人　中原　哲史

【最高に充実した親族控室】

鹿屋市新生町 曽於郡大崎町 鹿屋市串良町細山田

上村葬祭 本社　鹿児島県鹿屋市旭原町3589-4
（青山斎場敷地内）

株式
会社

お葬式のご依頼・ご相談・お問い合わせは

☎0120－５
ご く ら く

９９－０
て ん ご く

５９

￥200,000～

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町14042－8

葬儀相談係  池田 成利
☎0994-44-4440

詳しくはWebで‼

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合せください

斎場使用料・遺影写真・棺・骨つぼ・位牌
病院お迎え・通夜、火葬場の手伝い・役場手続き無料

￥194,000家族葬・一般葬

￥98,000まごころ葬
（仏事、神事を行わず親族のみでまごころをもって送る葬儀です。）

¥194,000
～そんな地域になりますように　　～

地域の皆様が
会員です！
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いつまでも、自分らしく…。
そんな思いを大切にできるホームを目指して

大隅地域の中心地にある住宅型有料老人ホーム

サニーハウス鹿屋

0120-419-113入　居
相談室

受付時間/9:00am〜6:00pm（毎日）
よ い くらし い い スビーサ

 株式会社 ライフクリエイト
〒893-0064  鹿児島県鹿屋市西原2丁目34番21号
TEL （0994）41-1211㈹　FAX （0994）41-2255
E-mail  info@e-sunnyhouse.com
URL http://www.e-sunnyhouse.com

時間内に何枚でも撮影OK!
撮影データはすべて持ち帰りOK!
ご家族だから撮れる笑顔!
記念撮影が手軽にお安く!
完全予約制にて待ち時間なし!

衣装・カメラ持込みOK！

　　　　　TEL 0994-45-6603
■鹿屋市寿5-10-6     ■10:00〜19:00

『スタジオ予約』でお電話ください。

スタジオ…￥2,500/30分
（照明・スクリーン込）

レンタルスタジオ料金表

いろんな記念写真を家族で撮ろう!

末原 洋平

有限会社 orio 〒893-0061 鹿屋市上谷町11520-17　TEL 0994-42-5339

大人気！らーめん

「本誌持参」で煮たまごサービス!!

☎ 0994-41-9051
鹿 屋 市 新 川 町 ８ ６ ９
（ 大 隅 鹿 屋 病 院 近 く ） 
営業時間 11：00～14：00
　　　　 18：00～21：00

 定休日（木曜夜〜金曜日） ※木曜昼は営業します。
土日アルバイト募集中!!

学生OK!!（友達同士の応募もOK!!）
　■勤務時間
　　11:00～14：30くらいまで
　■時給　750円～
　　（日曜時給900円）
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